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◎
電
波
法
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一
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を
改
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す
る
法
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�
（
平
成
二
六
年
四
月
二
三
日
法
律
第
二
六
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
六
年
四
月
一
日
・
衆
議
院
総
務
委
員
会
）

○
新
藤
国
務
大
臣　

電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
そ
の
提
案
理
由
及
び
内
容
の
概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

我
が
国
の
あ
ら
ゆ
る
社
会
経
済
活
動
の
基
盤
と
な
る
電
波
の
有
効
利
用

を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
電
波
利
用
料
の
適
正
性
を
確
保
す
る
た
め
そ
の

料
額
を
改
定
す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
非
常
通
信
を
行
う
無
線
局
等
に

係
る
手
数
料
等
を
免
除
す
る
ほ
か
、
技
術
基
準
適
合
証
明
等
の
表
示
方
法

に
係
る
規
定
の
整
備
等
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

次
に
、法
律
案
の
内
容
に
つ
い
て
、そ
の
概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
に
、
電
波
利
用
料
に
つ
い
て
、
電
波
法
附
則
第
十
四
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
三
年
ご
と
に
そ
の
適
正
性
の
確
保
の
観
点
か
ら
見
直
す
こ
と
と

さ
れ
て
お
り
、
電
波
利
用
共
益
費
用
及
び
無
線
局
の
開
設
状
況
の
見
込
み

を
勘
案
し
て
、
そ
の
料
額
を
改
定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
あ
わ
せ

て
、
広
域
専
用
電
波
を
使
用
す
る
第
一
号
包
括
免
許
人
が
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
電
波
利
用
料
に
上
限
額
を
設
け
る
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

第
二
に
、
電
波
利
用
料
の
使
途
と
し
て
、
ラ
ジ
オ
放
送
の
難
聴
地
域
に

お
い
て
必
要
最
小
の
空
中
線
電
力
に
よ
る
ラ
ジ
オ
放
送
の
受
信
を
可
能
と

す
る
た
め
の
中
継
局
等
の
整
備
に
対
す
る
補
助
金
の
交
付
を
追
加
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
三
に
、
災
害
時
に
お
い
て
人
命
の
救
助
、
災
害
の
救
援
等
の
た
め
に

必
要
な
通
信
を
行
う
無
線
局
等
を
臨
時
に
開
設
す
る
場
合
に
、
電
波
利
用

料
及
び
免
許
申
請
等
に
係
る
手
数
料
を
免
除
す
る
こ
と
を
可
能
と
い
た
し

ま
す
。

第
四
に
、
技
術
基
準
適
合
証
明
等
を
受
け
た
特
定
無
線
設
備
を
組
み
込

ん
だ
製
品
の
製
造
業
者
等
が
、
そ
の
特
定
無
線
設
備
に
付
さ
れ
て
い
る
技

術
基
準
適
合
証
明
等
の
表
示
を
製
品
に
適
切
に
転
記
す
る
こ
と
を
可
能
と

い
た
し
ま
す
。

第
五
に
、
携
帯
電
話
端
末
等
の
適
合
表
示
無
線
設
備
の
修
理
業
者
が
、

電
波
特
性
に
影
響
を
与
え
な
い
範
囲
で
の
修
理
の
確
認
を
行
う
場
合
に
、

総
務
大
臣
の
登
録
を
受
け
る
こ
と
を
可
能
と
い
た
し
ま
す
。

以
上
の
ほ
か
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
九
月
を
超
え
な
い
範

囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す

が
、
電
波
利
用
料
の
使
途
に
関
す
る
改
正
規
定
等
は
公
布
の
日
か
ら
、
災

害
時
等
に
開
設
す
る
無
線
局
に
関
す
る
改
正
規
定
等
は
公
布
の
日
か
ら
起

算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
、
修
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理
業
者
の
登
録
制
度
に
関
す
る
改
正
規
定
は
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一

年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
が
、
こ
の
法
律
案
の
提
案
理
由
及
び
内
容
の
概
要
で
あ
り
ま
す
。

何
と
ぞ
、
慎
重
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
あ
ら
ん
こ
と
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

二
、
衆
議
院
総
務
委
員
長
報
告（
平
成
二
六
年
四
月
四
日
）

○
高
木
陽
介
君　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
三
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
総
務
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

	

（
略
）	

次
に
、
内
閣
提
出
の
電
波
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
電
波
の

有
効
利
用
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
電
波
利
用
料
の
適
正
性
を
確
保
す
る

た
め
そ
の
料
額
を
改
定
す
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
非
常
通
信
を
行
う
無

線
局
等
に
係
る
手
数
料
等
を
免
除
す
る
ほ
か
、
技
術
基
準
適
合
証
明
等
の

表
示
方
法
に
係
る
規
定
の
整
備
等
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

内
閣
提
出
の
電
波
法
の
一
部
改
正
案
は
、
去
る
四
月
一
日
本
委
員
会
に

付
託
さ
れ
、
同
日
新
藤
総
務
大
臣
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
し
、
原

口
一
博
君
外
四
名
提
出
の
電
波
法
の
一
部
改
正
案
及
び
原
口
一
博
君
外
三

名
提
出
の
通
信
・
放
送
委
員
会
設
置
法
案
の
両
案
は
、
翌
二
日
本
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
昨
日
、
提
出
者
を
代
表
し
て
原
口
一
博
君
か
ら
提
案
理
由

の
説
明
を
聴
取
し
た
後
、
三
法
案
に
対
す
る
質
疑
に
入
り
、
同
日
質
疑
を

終
局
い
た
し
ま
し
た
。

次
い
で
、
通
信
・
放
送
委
員
会
設
置
法
案
に
つ
い
て
内
閣
の
意
見
を
聴

取
し
た
後
、
順
次
採
決
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
原
口
一
博
君
外
四
名
提

出
の
電
波
法
の
一
部
改
正
案
及
び
原
口
一
博
君
外
三
名
提
出
の
通
信
・
放

送
委
員
会
設
置
法
案
の
両
案
は
い
ず
れ
も
賛
成
少
数
を
も
っ
て
否
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
、
内
閣
提
出
の
電
波
法
の
一
部
改
正
案
は
賛
成
多
数
を

も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
内
閣
提
出
の
電
波
法
の
一
部
改
正
案
に
対
し
附
帯
決
議
を
付
す

る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
六
年
四
月
三
日
）

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
各
項
の
実
施
に
努
め
る
べ
き

で
あ
る
。

一　

今
後
の
電
波
利
用
料
の
見
直
し
に
際
し
て
は
、
第
四
世
代
携
帯
電
話

な
ど
の
新
た
な
無
線
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
に
伴
う
電
波
の
利
用
状
況

等
の
環
境
の
変
化
に
応
じ
、
負
担
の
公
平
確
保
を
旨
と
し
て
予
算
規
模

及
び
料
額
の
算
定
に
当
た
る
こ
と
。
ま
た
、
電
波
利
用
料
の
使
途
に
つ

い
て
は
、
制
度
の
趣
旨
に
鑑
み
、
電
波
利
用
料
負
担
者
の
理
解
を
十
分
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得
ら
れ
る
よ
う
、
一
層
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
。

二　

我
が
国
の
経
済
及
び
社
会
の
活
性
化
の
た
め
、
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

や
Ｍ
2
Ｍ
等
の
電
波
利
用
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
新
産
業
・
新
サ
ー
ビ
ス
の

推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
電
波
の
逼
迫
等
そ
の
障
害
と
な
る
課
題
の
解

消
に
向
け
て
検
討
を
行
う
こ
と
。

三　

豪
雨
や
豪
雪
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
首
都
直
下
型
地
震
や

南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
重
大
な
災
害
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
災
害
時
に
住
民
及
び
関
係
機
関
に
対
し
て
迅
速
、
正
確
か
つ

高
度
な
情
報
の
伝
達
を
可
能
と
す
る
よ
う
、
通
信
手
段
の
整
備
等
に
努

め
る
こ
と
。
ま
た
、
ラ
ジ
オ
放
送
は
国
民
生
活
に
密
着
し
た
情
報
や
災

害
時
に
お
け
る
生
命
・
財
産
の
確
保
に
必
要
な
情
報
の
提
供
に
重
要
な

手
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
難
聴
の
解
消
に
当
た
っ
て
は
万
全
を
期
す
こ

と
。

四　

周
波
数
の
競
売
に
つ
い
て
は
、
免
許
手
続
の
透
明
化
や
歳
入
増
が
期

待
さ
れ
、
ま
た
、
新
規
参
入
や
市
場
競
争
を
促
進
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
促
進
や
国
際
競
争
力
の
強
化
に
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
一

方
、
落
札
額
の
高
騰
に
よ
る
事
業
者
・
利
用
者
の
負
担
増
等
の
課
題
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
電
波
が
国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
つ

つ
、
国
民
全
体
の
便
益
を
考
慮
し
て
、
幅
広
く
意
見
を
聴
取
し
、
総
合

的
に
検
討
を
行
う
こ
と
。

三
、
参
議
院
総
務
委
員
長
報
告（
平
成
二
六
年
四
月
一
六
日
）

○
山
本
香
苗
君　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
総
務
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。本

法
律
案
は
、
電
波
の
有
効
利
用
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
電
波
利
用

料
の
適
正
性
を
確
保
す
る
た
め
そ
の
料
額
を
改
定
す
る
と
と
も
に
、
災
害

時
に
非
常
通
信
を
行
う
無
線
局
等
に
係
る
手
数
料
等
を
免
除
す
る
ほ
か
、

技
術
基
準
適
合
証
明
等
の
表
示
方
法
に
係
る
規
定
の
整
備
等
を
行
お
う
と

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
携
帯
電
話
事
業
者
に
対
し
電
波
利
用
料
の

軽
減
を
行
う
理
由
、
電
波
利
用
料
の
受
益
と
負
担
の
在
り
方
、
ラ
ジ
オ
放

送
の
難
聴
解
消
に
向
け
た
取
組
、
周
波
数
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
導
入
に
対
す
る

見
解
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
疑
を
終
局
し
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
六
年
四
月
一
五
日
）

政
府
は
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
そ
の
実
現
に
努
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め
る
べ
き
で
あ
る
。

一
、
電
波
利
用
料
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、
無
線
局
全
体
の
受
益
を
直

接
の
目
的
と
し
て
行
う
事
務
に
要
す
る
費
用
を
受
益
者
で
あ
る
免
許
人

等
が
負
担
す
る
、
い
わ
ゆ
る
特
定
財
源
で
あ
る
と
い
う
制
度
趣
旨
に
基

づ
き
、
電
波
利
用
状
況
等
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、
電
波
利
用
料
負
担

者
の
理
解
を
十
分
得
ら
れ
る
よ
う
、
使
途
、
予
算
規
模
及
び
料
額
に
つ

い
て
、
一
層
の
透
明
・
公
平
・
適
正
の
確
保
を
図
る
こ
と
。

二
、
豪
雨
・
豪
雪
が
頻
発
し
、
首
都
直
下
地
震
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

の
発
生
も
懸
念
さ
れ
る
中
、
災
害
に
よ
る
被
害
の
軽
減
に
向
け
た
取
組

が
一
層
重
要
と
な
っ
て
お
り
、
災
害
時
に
お
い
て
は
、
住
民
及
び
関
係

機
関
に
対
し
て
迅
速
、
正
確
か
つ
高
度
な
情
報
の
伝
達
を
可
能
と
す
る

た
め
、
通
信
手
段
の
整
備
等
に
努
め
る
こ
と
。
特
に
、
災
害
時
に
お
け

る
重
要
な
情
報
提
供
手
段
で
あ
る
ラ
ジ
オ
放
送
に
つ
い
て
は
、
難
聴
の

解
消
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
復
興
途
上
に
あ
る
被
災
地
に
お
い
て

生
活
に
役
立
つ
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
臨
時
災
害
Ｆ
Ｍ
局
等
の
放
送

継
続
に
配
意
す
る
こ
と
。

三
、
日
本
経
済
の
活
性
化
な
ど
社
会
的
諸
課
題
の
解
決
に
資
す
る
た
め
、

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
や
Ｍ
2
Ｍ
等
の
電
波
利
用
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
新
産

業
・
新
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
電
波
の
逼
迫
等
そ
の
障

害
と
な
る
課
題
の
解
消
に
向
け
て
検
討
を
行
う
こ
と
。

四
、
周
波
数
の
競
売
に
つ
い
て
は
、
免
許
手
続
の
透
明
化
や
歳
入
増
が
期

待
さ
れ
、
ま
た
、
新
規
参
入
や
市
場
競
争
を
促
進
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
促
進
や
国
際
競
争
力
の
強
化
に
つ
な
が
る
こ
と
も
期
待
で
き
る
一

方
、
落
札
額
の
高
騰
に
よ
る
事
業
者
・
利
用
者
の
負
担
増
、
電
波
が
金

融
取
引
の
対
象
と
な
る
等
の
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
電
波
が
国
民
共

有
の
財
産
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、
国
民
全
体
の
便
益
を
考
慮
し

て
、
幅
広
く
意
見
を
聴
取
し
、
総
合
的
に
検
討
を
行
う
こ
と
。

　
　

右
決
議
す
る
。


